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農
山
村
で
は
、
そ
の
時
々
に
生
じ
た
課
題
を
、

新
し
い
言
葉
を
用
い
て
社
会
的
な
問
題
提
起
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

1
9
6
0
年
代
後
半
か
ら
顕
在
化
し
た
激
し
い

人
口
流
出
に
は
、「
過
疎
」と
い
う
造
語
が
当
て
は

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
1
9
8
0
年
代
半
ば
に
顕
著

と
な
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
と
農
業
の
担
い
手
不

足
に
は
、
そ
の
対
象
地
と
し
て「
中
山
間
地
域
」が

使
わ
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
1
9
5
0
年
代
に
生

ま
れ
た
特
定
地
域
を
表
す
学
術
用
語
で
あ
る
が
、

幅
広
く
条
件
不
利
地
域
と
い
う
意
味
合
い
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
こ
の
時
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
、1
9
9
0
年
に
は
「
限
界
集
落
」

が
登
場
し
た
。
集
落
機
能
の
決
定
的
な
後
退
と
い

う
新
た
な
現
象
に
、
社
会
学
者
は
こ
の
重
た
い
言

葉
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
今
は
「
買
物
難
民
」
で
あ
る
。
杉
田

聡
氏
の
同
名
の
著
書
（
2
0
0
8
年
9
月
発
行
）

を
契
機
に
世
に
出
た
言
葉
で
あ
る
が
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
農
山
村
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
に
そ

う
し
た
現
実
が
あ
る
か
ら
拡
が
っ
て
い
る
。

　

農
山
村
に
お
け
る
生
活
上
の
問
題
は
、
従
来
は

医
療
と
教
育
が
定
番
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で

は
そ
の
課
題
が
よ
り
深
刻
化
し
て
、
日
常
的
な
買

物
さ
え
も
困
難
と
な
る
と
い
う
新
し
い
生
活
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
過
疎
」（
人
の
空
洞

化
）、「
中
山
間
地
域
」（
土
地
の
空
洞
化
）、「
限

界
集
落
」（
む
ら
の
空
洞
化
）
に
続
く
第
4
の
空

洞
化
で
あ
り
、
生
活
条
件
の
本
格
的
空
洞
化
で
あ

ろ
う
。

　

農
山
村
に
と
っ
て
こ
の
新
し
い
空
洞
化
が
深
刻

な
意
味
を
持
つ
の
は
、「
人
が
少
な
く
と
も
、
農

地
が
荒
れ
て
い
て
も
、
そ
し
て
集
落
の
助
け
あ
い

が
弱
く
な
っ
て
い
て
も
、
こ
の
地
で
新
し
い
農
業

を
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
仲
間
を
増
や
し
、
集
落

を
再
生
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
に
あ
ふ
れ
た
者

が
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
条
件
の
拡
大
の
中
で
、

生
活
自
体
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
の
3

つ
の
空
洞
化
と
異
な
り
、
こ
の
問
題
が
都
市
で
も

同
時
に
発
生
し
て
い
る
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
先
頃
発
表
さ
れ
た
経
済
産
業
省
の
報
告
書
で

は
、
こ
の
よ
う
な
買
物
弱
者
の
数
を
約
6
0
0
万

人
と
推
計
し
て
い
る
が
、
量
的
に
は
都
市
で
多
数

を
占
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

都
市
と
農
山
村
が
と
も
に
知
恵
を
寄
せ
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
解
決
に
向
け
た
実
践
を
競
い
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
買
物
難
民
」
は
、
都
市
と
農
山
村
の
対
立
の

時
代
か
ら
、
共
生
し
、
協
働
す
る
べ
き
時
代
へ
の

転
換
を
象
徴
す
る
言
葉
で
も
あ
る
。

田
ん
ぼ
の
夜
明
け
（
長
野
県
小
谷
村
）

閑話休題

「
買
物
難
民
」の
意
味

お

ぎ
り

と
く

明
治
大
学
教
授　

小
田
切　

徳 

美

だ

み

本誌表紙に掲載の写真を募集して
います。
四季折々の風物や行事など適当な
写真がありましたらご寄贈下さ
い。（写真には題名、町村名を付し
て下さい）
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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活 動

地
域
主
権
関
連
3
法
案
の

今
国
会
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

　

政
府
は
、
地
域
主
権
関
連
3
法
案
を
国
会

に
提
出
し
た
。
参
議
院
に
お
い
て
は
既
に
可

決
さ
れ
、
衆
議
院
に
回
付
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律

案
」
は
、
地
方
が
長
年
に
わ
た
っ
て
要
請
し

て
き
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化
を

実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
も
の
と

評
価
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
地
域
主
権
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」

は
「
地
域
主
権
戦
略
会
議
」
を
法
的
に
位
置

づ
け
、
地
方
分
権
改
革
の
重
要
な
推
進
拠
点

と
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
の
自
由
度

を
高
め
、
地
方
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
住

民
本
位
の
施
策
を
推
進
す
る
上
で
不
可
欠
な

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
は
、
議
決
事
件
の
範
囲
の
拡
大

な
ど
、
地
方
議
会
の
自
主
性
・
自
律
性
を
高

め
、
そ
の
機
能
を
よ
り
発
揮
し
て
い
く
た
め

に
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
3
法
案
は
、
地
域
住
民
が
自
ら
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の
諸
課
題
に
取

り
組
む
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
昨
年
の
総
選

挙
に
当
た
り
、
与
野
党
と
も
地
方
分
権
の
推

進
を
明
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
ず
今

国
会
に
お
い
て
成
立
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め

る
。

地
方
六
団
体

地
域
主
権
関
連
3
法
案
成
立
求
め
緊
急
声
明

―
寺
島
全
国
町
村
会
常
任
理
事
な
ど
が
要
請
活
動
―

△重野社民党幹事長（左端） △高嶋民主党筆頭副幹事長（右端）に要請。左端が
寺島常任理事

△大島自民党幹事長（左）と寺島常任理事（右） △福田民主党衆議院総務委員会理事（左端）に要請

　

全
国
町
村
会
な
ど
地
方
六
団
体
は
、
5

月
21
日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

設
置
法
案
な
ど
地
域
主
権
改
革
の
関
連
3

法
案
を
今
国
会
中
に
成
立
さ
せ
る
よ
う
求

め
る
「
地
域
主
権
関
連
3
法
案
の
今
国
会

成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明
」を
発
表
し
た
。

　

緊
急
声
明
は
、「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
に
関
す
る
法
律
案
」、「
地
域
主
権
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」、「
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
3
法
案
は
、

地
域
住
民
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い

て
地
域
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
真
の
分
権

型
社
会
の
実
現
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
今
国
会
に
お
い
て

成
立
す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
地
方
六
団
体
の
代
表
は
24
日
、

地
域
主
権
関
連
3
法
案
の
早
期
成
立
を
求

め
、
政
府
・
与
野
党
に
対
す
る
要
請
活
動

を
行
い
、
本
会
か
ら
は
寺
島
光
一
郎
常
任

理
事
（
北
海
道
乙
部
町
長
）
が
参
加
し
た
。

　

緊
急
声
明
は
以
下
の
と
お
り
。
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政 策

儲
か
る
林
業
の
実
現

冒
頭
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
真
っ
先
に
取
り

上
げ
た
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
。
▽
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

▽
林
業
・
木
材
産
業
の
地
域
資
源
創
造
型

産
業
へ
の
再
生
▽
木
材
利
用
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
拡
大
に
よ
る
森
林
・
林
業
の
低

炭
素
社
会
へ
の
貢
献
―
の
3
点
を
基
本
理

念
と
し
て
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら

木
の
社
会
」へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
現
在
2

割
程
度
に
過
ぎ
な
い
木
材
自
給
率
を
、
10

年
後
は
50
％
以
上
に
高
め
る
数
値
目
標
も

設
定
し
た
。

具
体
策
と
し
て
、
需
要
と
供
給
の
両
サ

イ
ド
か
ら
林
業
再
生
を
支
援
。
供
給
側
で

は
木
材
搬
出
に
必
要
な
路
網
の
整
備
、
複

数
の
森
林
所
有
者
の
同
意
を
取
り
付
け
な

が
ら
施
業
を
集
約
化
、
大
規
模
化
す
る
こ

と
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
、
高
性
能
機
械

の
導
入
や
そ
れ
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
の

育
成
を
推
進
。
効
率
的
な
林
業
経
営
と
安

定
的
な
供
給
体
制
を
確
立
し
て
「
儲
か
る

林
業
」
を
実
現
さ
せ
る
。

既
に
林
野
庁
は
、
木
材
の
伐
採
や
搬
出

作
業
の
効
率
化
に
役
立
つ
先
進
的
な
機
械

を
導
入
し
、
作
業
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る

取
り
組
み
を
、
北
海
道
鶴
居
村
、
静
岡
県

富
士
宮
市
、広
島
県
西
部
、高
知
県
香
美
市
、

宮
崎
県
椎
葉
村
の
5
地
域
で
進
め
て
い
る
。

公
共
建
築
物
に
国
産
材
を

一
方
、
林
野
庁
は
需
要
側
に
つ
い
て
も

住
宅
、公
共
建
築
物
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
で
の
木
材
利
用
の
拡
大
を
促
し
て
い
る
。

　

政
府
は
4
月
27
日
、
平
成
22
年
版
の
森
林
・
林
業
白
書

を
閣
議
決
定
し
た
。
山
村
地
域
の
活
性
化
や
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
、
林
業
の
立
て
直
し
を
重
視
す
る
鳩
山
前
政

権
は
、
昨
年
12
月
に
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策

定
。
白
書
は
こ
れ
に
沿
っ
て
、
林
業
の
生
産
性
向
上
に
必

要
な
路
網
整
備
、
機
械
化
、
施
業
集
約
、
人
材
育
成
な
ど

を
中
心
に
、「
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
、
林

業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
」（
赤
松
広
隆
前
農
林
水

産
相
）
を
目
指
す
取
り
組
み
を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。

生
産
性
を
高
め
て
林
業
再
生
へ

―
平
成
22
年
版
森
林
・
林
業
白
書
―

政策解説



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成22年 6 月 7 日　4第2722号

政 策

国
や
自
治
体
の
庁
舎
、
学
校
の
校
舎
、

公
営
住
宅
と
い
っ
た
公
共
建
築
物
で
建
材

や
内
装
材
と
し
て
の
国
産
木
材
の
利
用
を

拡
大
さ
せ
る
た
め
、政
府
は
今
国
会
に「
公

共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
促
進

法
」
を
提
案
。
同
法
は
そ
の
後
、
衆
院
審

議
の
段
階
で
与
野
党
が
修
正
協
議
を
行

い
、
木
材
利
用
を
促
す
対
象
を
民
間
住
宅

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
に
も
広
げ
る
内

容
と
し
た
上
で
、
5
月
19
日
に
全
会
一
致

で
可
決
、
成
立
し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
こ
の
ほ
か
、
地
元
産

木
材
の
活
用
例
と
し
て
、
秋
田
市
の
公
立

大
学
法
人
国
際
教
養
大
学
図
書
館
や
、
高

知
県
梼
原
町
の
役
場
庁
舎
な
ど
も
写
真
付

き
で
紹
介
し
た
。

公
共
建
築
物
で
の
木
材
利
用
に
つ
い
て

は
、第
Ⅴ
章
「
林
産
物
需
給
と
木
材
産
業
」

で
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
造
の
割
合

は
着
工
床
面
積
ベ
ー
ス
で
約
1
割
と
低

位
。
こ
の
う
ち
公
立
学
校
施
設
の
多
く
は

昭
和
40
―
50
年
代
に
建
て
ら
れ
老
朽
化
し

て
お
り
、
平
成
21
年
の
文
部
科
学
省
調
査

で
は
、
竣
工
後
30
年
以
上
経
過
し
た
校
舎

が
約
半
分
を
占
め
た
。

白
書
は
「
木
材
利
用
を
学
校
施
設
で
推

進
す
る
こ
と
は
、
豊
か
な
教
育
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
」
と
指
摘
す
る
。

学
校
施
設
で
の
木
材
利
用
の
先
進
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
茂
木
町

の
茂
木
中
学
校
を
紹
介
。
町
有
林
の
樹
齢

70
―
90
年
生
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
改
築

し
、
残
っ
た
木
材
で
生
徒
の
机
や
い
す
を

造
っ
た
。
木
材
調
達
か
ら
学
校
建
設
に
至

る
ま
で
の
経
緯
も
教
え
、
校
舎
を
丸
ご
と

教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。

利
用
期
に
入
っ
た
人
工
林

特
集
に
当
た
る
第
Ⅰ
章
は
、「
林
業
の

再
生
に
向
け
た
生
産
性
向
上
の
取
組
」
を

取
り
上
げ
た
。

日
本
の
森
林
は
戦
時
中
、
乱
伐
に
よ
っ

て
荒
れ
果
て
た
。
し
か
し
現
在
は
国
土
面

積
（
3
7
7
9
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
66
％

に
当
た
る
2
5
1
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
森

林
が
占
め
、
先
進
国
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
次
ぐ
森
林
率
を
誇
る
「
世
界
有
数
の
森

林
国
」
と
な
っ
て
い
る
。

白
書
は
、
森
林
の
中
で
も
約
1
0
0
0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
戦
後
を
中
心
に
植
林

さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
、
そ

の
多
く
は
お
お
む
ね
50
年
生
以
上
の
「
利

用
適
齢
期
」
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
。

こ
う
し
た
高
齢
級
の
人
工
林
は
、
平
成
18

年
度
末
時
点
で
全
人
工
林
の
35
％
に
過
ぎ

な
い
が
、
10
年
後
に
は
6
割
に
達
す
る
と

予
測
す
る
。

一
方
、
中
国
な
ど
新
興
国
の
木
材
需
要

の
増
加
、
主
要
木
材
輸
出
国
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
丸
太
の
輸
出
税
引
き
上
げ
な
ど
、
今

後
も
安
定
的
に
外
材
を
輸
入
で
き
る
か
ど

う
か
不
透
明
な
情
勢
だ
。
国
産
材
の
供
給

態
勢
を
整
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
伴
う
地

域
雇
用
の
創
出
や
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

に
も
役
立
つ
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
林
業
は
採
算
性
の

悪
化
、森
林
所
有
者
の
施
業
意
欲
の
低
下
、

林
業
産
出
額
・
林
業
所
得
の
減
少
、
林
業

就
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
な
ど
が
連
鎖
し

て
進
み
、長
期
的
に
低
迷
し
て
い
る
。こ
う

し
た
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、
採

算
性
の
向
上
が
不
可
欠
だ
と
強
調
し
た
。

具
体
的
に
は
、
林
業
の
生
産
性
が
高
い

ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
な
ど
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
高
性
能
林

業
機
械
を
紹
介
。
路
網
に
つ
い
て
も
、
簡

易
で
耐
久
性
が
高
い
手
法
を
使
っ
て
開
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
民
有
林
で
は
、
間
伐
材
の
搬
出
が

約
3
割
に
と
ど
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
が
放
置

さ
れ
る
「
伐
り
捨
て
間
伐
」
に
な
っ
て
い

る
と
推
定
。
間
伐
材
の
商
品
化
も
併
せ
て

進
め
る
こ
と
が
、
林
業
経
営
の
収
益
改
善

に
つ
な
が
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

一
方
、
前
回
の
21
年
版
白
書
で
特
集
し

た
地
球
温
暖
化
問
題
の
対
応
に
つ
い
て
は

第
Ⅱ
章
に
記
載
。
具
体
例
と
し
て
、
施
設

内
で
使
う
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
ボ
イ
ラ
ー
に
転
換
し
た
鹿
児
島

県
肝
付
町
の
養
鰻
業
者
を
取
り
上
げ
た
。

こ
こ
で
使
う
燃
料
用
の
木
材
チ
ッ
プ
は

年
間
約
1
5
0
0
ト
ン
に
及
び
、
大
隅
半

島
周
辺
で
産
出
さ
れ
た
間
伐
材
を
地
元
製

材
工
場
が
加
工
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
年
間
約
1
2
0
0
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
が
削
減
さ
れ
、
国
内
ク
レ

ジ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

施
業
集
約
化
の
担
い
手
は

私
有
林
は
面
積
が
狭
小
で
零
細
な
所
有

者
が
多
く
、
単
独
で
森
林
施
業
を
進
め
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
、
林
業
全
体

の
生
産
性
を
押
し
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
第
Ⅳ
章
の
「
林
業
・
山

村
の
活
性
化
」
で
は
、
森
林
組
合
や
自
治

体
と
い
っ
た
公
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
施
業

の
集
約
化
に
向
け
て
複
数
の
所
有
者
の
説

得
な
ど
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

と
り
わ
け
森
林
組
合
等
の
林
業
事
業
体
に

主
導
的
な
役
割
を
求
め
て
い
る
。

農
水
省
は
平
成
20
年
、
素
材
生
産
を
行

う
林
業
経
営
体
の
意
向
調
査
結
果
を
ま
と

め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
森
林
施
業

の
集
約
化
の
主
体
に
つ
い
て
、
36
％
は
森

林
組
合
を
挙
げ
た
が
、
地
方
公
共
団
体
と

し
た
回
答
も
21
％
に
上
っ
た
。

施
業
の
集
約
化
に
当
た
っ
て
は
、
森
林

所
有
者
の
特
定
や
境
界
の
明
確
化
、
森
林

現
況
の
詳
細
な
情
報
収
集
が
課
題
だ
と
す

る
。境
界
の
明
確
化
に
つ
い
て
林
野
庁
は
、
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平
成
21
年
度
か
ら
財
政
的
に
支
援
し
て
お

り
、
今
後
は
国
土
交
通
省
が
進
め
て
い
る

林
地
の
地
籍
調
査
も
併
せ
て
、
行
政
側
が

積
極
的
に
関
与
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
そ
う

だ
。

始
ま
っ
た
「
林
建
共
働
」

第
Ⅳ
章
は
、
第
Ⅰ
章
で
拾
い
き
れ
な
い

部
分
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
中
で

は
、
林
業
と
建
設
業
と
の
連
携
を
意
味
す

る
「
林
建
共
働
」
に
つ
い
て
も
初
め
て
具

体
的
に
取
り
上
げ
た
。

建
設
業
は
「
地
域
経
済
や
雇
用
の
約
1

割
を
担
う
基
幹
産
業
」。
し
か
し
公
共
事

業
予
算
の
減
少
、
景
気
の
悪
化
な
ど
を
背

景
に
い
ず
れ
の
地
場
建
設
業
者
も
経
営
環

境
は
厳
し
く
、
農
業
な
ど
他
産
業
へ
の
転

換
を
図
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
人
材
不
足
に
悩
む
森
林
組

合
な
ど
の
林
業
事
業
体
と
、人
材
や
機
材
、

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
建
設
業
者
が

手
を
組
み
、
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の
森

林
施
業
で
連
携
す
る
動
き
が
全
国
的
に
広

が
り
を
見
せ
始
め
て
い
る
と
い
う
。

具
体
例
と
し
て
、
岐
阜
県
飛
騨
地
方
の

森
林
組
合
と
建
設
業
者
な
ど
が
平
成
20
年

5
月
に
設
立
し
た
、
初
の
林
建
共
働
と
さ

れ
る
「
ひ
だ
林
業
・
建
設
業
森
づ
く
り
協

議
会
」
を
紹
介
。

ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
、
機
械
を
相
互
に
補

完
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
ほ
か
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
座
学
研
修
、
作
業

路
づ
く
り
や
間
伐
作
業
の
現
地
研
修
、
林

業
先
進
地
の
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

白
書
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
林
業

の
担
い
手
確
保
、
山
村
地
域
の
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
期
待
を
寄
せ
た
。た
だ
、

建
設
業
者
な
ど
の
他
業
種
が
林
業
に
参
入

す
る
際
の
課
題
に
も
触
れ
、「
地
形
・
地

質
に
応
じ
た
路
網
開
設
技
術
や
伐
採
・
搬

出
等
の
林
業
作
業
の
技
術
・
知
識
等
の
習

得
、
労
働
安
全
衛
生
の
徹
底
、
森
林
所
有

者
か
ら
の
信
頼
確
保
」
な
ど
が
必
要
だ
と

指
摘
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
副
業
的
な
林
業
」
に
つ
い

て
も
具
体
例
を
取
り
上
げ
た
。
高
知
県
い

の
町
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
土
佐
の

森
・
救
援
隊
」
で
は
、
地
元
に
住
む
会
社

員
や
農
業
経
営
者
、
退
職
者
ら
80
人
以
上

の
多
様
な
会
員
が
、
休
日
や
農
閑
期
な
ど

を
使
っ
て
地
域
の
森
林
で
木
材
搬
出
作
業

に
参
加
で
き
る
。
労
働
の
対
価
は
、
地
元

の
商
店
で
地
場
産
品
と
交
換
で
き
る
地
域

通
貨
券
「
モ
リ
券
」。
地
域
の
資
源
と
人

材
を
活
用
し
て
域
内
経
済
を
循
環
さ
せ
よ

う
と
、
総
務
省
が
進
め
て
い
る
「
緑
の
分

権
改
革
」
と
も
重
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み

だ
。　
（
時
事
通
信
社
記
者　

本
間
賢
彦
）

※参考　 我が国の木材供給量（用材）と自給率
　　　　（丸太換算）の推移

木材供給量 （単位：万m³） 自給率（％）

国産材 外材 計 用材計 製材
用材

パルプチ
ップ用材

合板
用材

S30 4,279 248 4,528 94.5 99.3 95.1 19.3
31 4,524 328 4,852 93.2 99.1 92.5 16.6
32 4,771 350 5,121 93.2 98.7 92.1 19.3
33 4,379 422 4,801 91.2 94.1 96.6 21.6
34 4,544 569 5,112 88.9 92.5 94.7 16.4
35 4,901 754 5,655 86.7 89.5 91.9 17.4
36 5,082 1,075 6,157 82.5 84.0 90.2 15.1
37 5,080 1,315 6,396 79.4 80.7 89.6 14.8
38 5,112 1,664 6,776 75.4 76.5 84.6 13.6
39 5,166 1,917 7,083 72.9 73.7 83.8 12.1
40 5,038 2,016 7,053 71.4 72.5 82.5 11.9
41 5,184 2,504 7,688 67.4 68.4 79.0 11.5
42 5,274 3,321 8,595 61.4 60.6 77.3 9.3
43 4,896 4,284 9,181 53.3 53.1 67.4 8.4
44 4,682 4,875 9,557 49.0 48.5 65.0 7.5
45 4,624 5,644 10,268 45.0 44.1 63.2 6.0
46 4,597 5,544 10,141 45.3 44.0 64.7 6.4
47 4,394 6,256 10,650 41.3 41.6 56.1 6.2
48 4,221 7,537 11,758 35.9 38.7 44.1 4.7
49 3,947 7,357 11,304 34.9 36.9 41.6 5.5
50 3,458 6,179 9,637 35.9 37.9 41.9 5.5
51 3,576 6,685 10,261 34.9 37.2 41.1 5.1
52 3,423 6,762 10,185 33.6 36.3 38.6 5.2
53 3,256 7,086 10,342 31.5 35.6 33.9 4.4
54 3,378 7,600 10,979 30.8 35.6 32.1 4.3
55 3,456 7,441 10,896 31.7 36.9 32.9 4.0
56 3,163 6,020 9,183 34.4 40.1 35.9 4.1
57 3,215 5,800 9,016 35.7 41.7 37.6 4.2
58 3,232 5,885 9,116 35.4 42.2 37.4 4.1
59 3,287 5,849 9,136 36.0 42.6 38.4 4.3
60 3,307 5,983 9,290 35.6 42.2 39.0 3.9
61 3,161 6,289 9,451 33.5 40.9 35.4 3.7
62 3,098 7,229 10,328 30.0 39.1 31.7 2.9
63 3,100 7,528 10,628 29.2 35.0 28.8 2.9
H元 3,059 8,326 11,385 26.9 33.4 25.9 2.6
H2 2,937 8,179 11,116 26.4 33.4 25.1 2.4
3 2,800 8,420 11,220 25.0 33.2 22.1 2.2
4 2,717 8,137 10,853 25.0 34.1 21.3 2.0
5 2,560 8,279 10,839 23.6 33.8 18.4 1.9
6 2,448 8,502 10,950 22.4 34.2 14.9 1.8
7 2,292 8,901 11,192 20.5 32.3 13.3 1.6
8 2,249 9,001 11,250 20.0 32.5 12.9 1.4
9 2,157 8,834 10,991 19.6 31.9 12.6 1.3
10 1,933 7,273 9,206 21.0 36.1 12.9 1.4
11 1,876 7,905 9,781 19.2 32.2 12.3 1.1
12 1,802 8,124 9,926 18.2 31.3 11.3 1.0
13 1,676 7,449 9,125 18.4 31.7 11.6 1.4
14 1,608 7,205 8,813 18.2 32.0 11.6 2.1
15 1,616 7,104 8,719 18.5 32.3 11.6 2.8
16 1,656 7,325 8,980 18.4 32.7 11.2 3.9
17 1,718 6,868 8,586 20.0 35.2 11.8 6.9
18 1,762 6,917 8,679 20.3 35.3 12.2 8.3
19 1,863 6,374 8,236 22.6 39.3 12.6 14.5
20 1,873 5,923 7,797 24.0 40.9 13.5 20.8
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水
源
地
は
だ
れ
の
も
の
か

　

愛
知
県
の
北
部
に
位
置
す
る
東
栄
町

は
、
い
わ
ゆ
る
水
源
地
と
し
て
の
役
割
を

担
う
山
間
地
域
で
あ
る
が
、
近
年
、
過
疎

や
高
齢
化
に
伴
っ
て
発
生
す
る
農
林
業
の

衰
退
に
よ
り
そ
の
多
面
的
機
能
さ
え
も

失
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
き

た
。
こ
の
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
た
住
民

の
有
志
が
一
同
に
会
し
て
得
た
結
論
は

「
上
流
域
水
源
地
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住

民
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
」で
あ
る
。

　

つ
ま
り
水
源
地
と
は
、
下
流
域
の
住
民

に
と
っ
て
も
暮
ら
し
の
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
存
在
な
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
な
ら
ば
水
源
地
の
環
境
は
「
上

下
流
が
協
働
で
保
全
す
べ
き
」
と
結
論
付

け
た
の
が
現
代
版
「
ゆ
い
」
の
提
唱
で
あ

る
。
そ
の
昔
、
集
落
内
の
協
働
作
業
シ
ス

テ
ム
と
し
て
発
祥
し
た
こ
の
制
度
を
、
上

流
域
と
下
流
域
の
関
係
に
置
き
換
え
て
再

構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
名
付

け
て
「
ゆ
い
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」。

　

基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
水
源
地
の

保
全
は
農
林
業
の
再
生
か
ら
始
ま
る
」
と

し
、
水
源
地
の
自
然
を
上
下
流
の
共
有
資

源
と
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
望

ま
れ
る
も
の
は
上
下
流
相
互
の
理
解
と
合

意
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
我
々
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
到
達
点
が
、
遠
い
先
で
あ

る
こ
と
を
予
感
し
た
。過
去
の
活
動
か
ら
、

東栄町豊田市

・

Ｎ

・

△

「
水
源
地
は
、
上
下
流
域
住
民
が
協
働
で
保
全
す
べ
き
」　

現
代
版
「
ゆ
い
」
の
提
唱

現代ゆいの提唱
～上下流の協働で再生する水源の里～

現地レポート地域資源を活かした活性化策

愛知県 東 栄 町
とう えい ちょう
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山
村
と
都
市
の
価
値
観
の
差
を
痛
感
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
両
者
の
間
に
合
意
を

と
り
つ
け
る
に
は
膨
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
な
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
今
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
窮
地
に
あ
る
こ
と
も
紛
れ
の
な
い
事
実

で
あ
る
。

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一
歩

　

都
市
の
住
民
に
山
間
地
の
現
状
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
手
段
と
し
て
、
食
へ
の

関
心
に
着
目
し
た
。
山
間
地
域
の
自
家
消

費
食
材
を
持
ち
込
み
、名
古
屋
市
内
で「
地

産
地
消
の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
、
そ
の

中
で
山
間
地
（
水
源
地
）
の
現
状
と
衰
退

す
る
農
林
業
の
窮
状
を
報
告
し
た
。
そ
こ

か
ら
、
農
業
体
験
講
座
を
通
し
て
の
遊
休

農
地
の
利
用
拡
大
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
者
を
募
る
試
み

で
あ
る
。
約
八
十
名
の
教
室
参
加
者
中
十

二
名
が
農
業
体
験
講
座
へ
と
移
行
し
、
ま

ず
ま
ず
の
結
果
を
残
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
大
半
は
料
理
教
室
が
目
的
で
あ
り
水
源

地
へ
の
関
心
の
低
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り

に
な
る
結
果
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
情
報

発
信
の
対
象
を
拡
大
し
、
地
域
新
聞
に
募

集
記
事
を
リ
リ
ー
ス
し
た
と
こ
ろ
わ
ず
か

一
週
間
で
定
員
に
達
し
、
改
め
て
メ
デ
ィ

ア
の
威
力
を
痛
感
し
た
。
ち
な
み
に
募
集

定
員
は
農
業
体
験
講
座
を
述
べ
八
十
名
、

耕
作
放
棄
地
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
述
べ

三
十
五
名
と
設
定
し
た
。

食
と
農
を
結
ぶ
初
級
農
業
体
験
講
座

　

目
的
は
山
間
地
の
現
状
を
知
る
こ
と
。

都
会
の
人
々
が
普
段
消
費
し
て
い
る
農
産

物
な
ど
が
、ど
の
よ
う
な
場
所
で
、ど
の
よ

う
な
人
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
生

産
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

食
の
安
全
性
の
み
な
ら
ず
生
産
地
の
実
情

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
感
動
や
感
謝
を

喚
起
し
、
や
が
て
水
源
地
保
全
へ
の
協
働

意
識
を
引
き
出
す
の
が
狙
い
。
従
っ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
栽
培
技
術
よ
り
も
農
家
（
指

導
員
）
と
の
会
話
や
交
流
を
重
視
し
た
。

　

約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
遊
休
農
地
を
借

り
上
げ
、
八
月
半
ば
か
ら
始
ま
っ
た
農
作

業
は
隔
週
の
土
・
日
を
利
用
し
て
行
な
わ

れ
た
。

　

猛
暑
の
中
で
の
草
刈
り
に
始
ま
り
、
土

つ
く
り
、
種
ま
き
、
除
草
作
業
な
ど
、
都

会
の
人
が
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
作
業
を
進

め
る
。
地
域
の
指
導
員
は
必
要
最
小
限
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
い
な
が
ら
、
後
方
支

援
に
回
っ
て
見
守
る
。
作
業
の
後
に
は
、

様
々
な
質
問
が
飛
び
交
う
交
流
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
山
間
地
農
業
の
衰
退
状
況
か

ら
水
源
地
に
お
け
る
重
要
性
へ
と
話
題
を

誘
導
し
て
い
く
。
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

六
回
に
わ
た
り
、
最
終
日
の
収
穫
作
業
で

は
満
足
そ
う
な
参
加
者
の
笑
顔
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
収
穫
野
菜
は
、
秋

作
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
根
な
ど
五
種
類
で
、

参
加
者
は
延
べ
七
十
四
名
と
な
っ
た
。

よ
み
が
え
れ
実
り
の
大
地
！

耕
作
放
棄
地
の
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

い
ま
、
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
面

積
は
、
加
速
し
な
が
ら
急
増
を
続
け
、
減

速
点
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
も

遊
休
農
地
に
比
べ
て
耕
作
放
棄
地
の
場

合
、
水
源
地
機
能
に
与
え
る
影
響
は
格
段

に
大
き
い
。
そ
こ
で
田
舎
暮
ら
し
に
関
心

の
あ
る
都
会
の
ひ
と
び
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
募
集
し
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生

実
験
に
取
り
組
み
な
が
ら
水
源
地
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、
農
地
保
全
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え

△

農
業
体
験
講
座
：
耕
運
機
の
取
り
扱
い
講
習

△

農
業
体
験
講
座
：
種
ま
き
風
景

△食への関心に注目！「地産地消の料理教室」から
再生ボランティアへ
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た
。
従
来
か
ら
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
地

元
の
ス
タ
ッ
フ
と
都
会
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
協
働
で
耕
作
放
棄
地
を
再
生

し
、
そ
の
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
手

で
自
主
的
に
農
地
の
管
理
運
営
を
し
て
も

ら
う
実
証
実
験
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
再

生
さ
れ
た
農
地
を
利
用
し
て
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
栽
培
を
行
な
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
が
そ
の
収
穫
権
を
保
有
す
る
こ
と

に
よ
り
農
地
の
管
理
を
継
続
し
て
い
く
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
、
八
月
一
日
か

ら
毎
週
、
土
日
の
一
泊
二
日
で
行
な
わ
れ

た
。
一
回
目
の
伐
開
作
業
は
雨
の
中
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
二
十
年
以
上
放
棄
さ
れ
た

農
地
は
雑
木
が
林
立
し
ほ
と
ん
ど
ジ
ャ
ン

グ
ル
状
態
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
刈
り
払
い
機

に
よ
る
作
業
も
一
時
間
で
数
平
方
メ
ー
ト

ル
が
や
っ
と
で
、
予
定
の
面
積
六
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
目
指
す
ス
タ
ッ
フ
の
間
に
は

大
き
な
不
安
が
先
行
し
た
。
そ
こ
で
二
回

目
以
降
は
三
倍
の
機
材
を
投
入
す
る
こ
と

に
よ
り
作
業
の
進
捗
を
図
る
こ
と
と
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
の
間
に
も
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
継
続
作
業
が
連
日
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
予
定
通
り
三
回
目
ま
で
の
間
に

伐
開
作
業
は
無
事
終
了
し
、
次
の
抜
根
作

業
に
着
手
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
放
棄

地
内
に
群
生
し
て
い
た
雑
木
は
大
き
な
も

の
で
は
直
径
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の
も
あ
る
な
ど
抜
根
作
業
も
困
難

を
極
め
た
が
、
資
格
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

ス
タ
ッ
フ
が
大
型
の
建
設
機
械
を
操
縦

し
、
手
作
業
の
必
要
な
部
分
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
担
当
す
る
な
ど
、
息
の
あ
っ
た

連
携
プ
レ
ー
で
予
定
通
り
の
作
業
工
程
を

ク
リ
ア
ー
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
地
表

保
湿
材
と
し
て
木
材
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰
め

ら
れ
、
土
壌
改
良
剤
を
散
布
し
予
定
通
り

六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
再
生
地
に
六
十
本

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
植
栽
さ
れ
た
。
ま
た

伐
採
さ
れ
た
雑
木
は
保
湿
用
木
材
チ
ッ
プ

と
し
て
再
生
利
用
さ
れ
、
循
環
型
農
業
の

一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
書
き

加
え
て
お
き
た
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
九
月
の
上
旬
ま

で
十
回
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
当
初
の

募
集
定
員
は
盛
夏
の
過
酷
な
作
業
を
考
慮

し
て
一
回
五
名
と
し
、
七
回
で
三
十
五
名

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
参
加
者
が
次
々
と

友
人
知
人
を
誘
い
込
み
、
終
っ
て
み
れ
ば

延
べ
参
加
者
数
は
百
五
十
八
名
に
の
ぼ
っ

た
。
都
市
部
に
お
け
る
水
源
地
へ
の
関
心

は
決
し
て
高
く
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
と
い
う
達
成
感

を
伴
う
行
動
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
オ
ー

ナ
ー
と
い
う
魅
力
が
相
乗
効
果
を
も
た
ら

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
植
栽
さ
れ
た
苗
木
は
順
調
に

成
育
を
続
け
、
参
加
者
た
ち
は
管
理
組
織

を
設
立
し
て
継
続
的
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
再
生
さ
れ
た
耕
作
放
棄
地
は
、
今

回
の
実
験
で
は
約
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と

小
さ
な
面
積
で
あ
っ
た
が
、
山
村
と
都
市

の
協
働
に
よ
る
「
水
源
地
保
全
」
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
の
基
礎
と
し
て
は
大
き
な
一

歩
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

△

い
よ
い
よ
再
生
へ
！

　

六
十
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
苗
木
を
植
栽

△

再
生
前
の
耕
作
放
棄
地

△

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
伐
開
作
業

△

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
抜
根
作
業
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山
村
と
都
市
の
協
働

価
値
観
の
差
を
埋
め
る
た
め
に

　

か
つ
て
長
期
間
に
わ
た
り
こ
の
種
の
活

動
に
参
加
し
て
き
た
山
村
側
の
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
、
山
村
と
都
市
の
価
値
観
（
暮

ら
し
方
）
の
相
違
は
容
易
に
解
決
で
き
な

い
難
問
と
し
て
い
ま
だ
に
残
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
随
所
に

そ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
た
。
山
村
側
の

思
惑
（
協
働
体
制
づ
く
り
）
と
都
市
側
の

要
求
（
山
村
へ
の
理
想
）
が
衝
突
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
流
れ
が
、
経
過
と
と
も

に
訪
問
者
と
接
待
者
の
関
係
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
か
ら
要
求
と
拒
絶
が
始
ま
っ

て
捩ね
じ

れ
が
発
生
す
る
。
山
村
側
と
都
市
側

が
対
等
に
協
働
体
制
を
築
く
こ
と
は
、
想

像
以
上
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の

摩
擦
を
最
小
限
と
す
る
た
め
に
徹
底
し
た

議
論
の
場
を
設
定
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
作
業

の
後
に
設
け
た
こ
の
時
間
は
、
結
果
と
し

て
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思

え
る
。
時
に
は
夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
で

徐
々
に
理
解
が
生
ま
れ
た
。
山
村
と
都
市

の
交
流
と
い
い
な
が
ら
、
実
は
人
と
人
と

の
交
流
で
あ
る
こ
と
も
双
方
が
納
得
し

た
。
都
市
側
が
山
村
の
資
源
を
求
め
て
く

る
こ
と
が
、
実
は
山
村
で
暮
ら
す
「
人
」

に
逢
い
に
く
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
理
解

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
経
過
か
ら
得
た
結
論

は
「
立
場
を
変
え
た
協
働
」
で
あ
る
。
都

市
の
人
々
が
い
ま
山
村
に
暮
ら
し
、
山
村

の
人
々
が
い
ま
都
市
に
移
り
住
ん
だ
と
し

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
方
に
な
に
を
望
む

か
。
そ
う
考
え
る
と
、
理
解
あ
る
協
働
が

生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。
最
後
に

こ
れ
こ
そ
が
我
々
の
提
唱
す
る
「
現
代
ゆ

い
」
の
精
神
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き

た
い
。

（
特
定
非
営
利
法
人
な
な
さ
と
ぐ
る
ー
ぷ　

専
務
理
事　

伊
藤　

俊
弼
）

△

東
通
中
学
校
全
景
写
真

△

最
後
は
笑
顔
で
！　

達
成
感
が
人
を
つ
な
ぐ

Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
で
は
、
平
成
21
年
度
に
引
き
続

き
、「
地
域
が
支
え
る
医
療
」
を
テ
ー
マ
に

「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
下

記
要
領
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。町
村
長
さ
ん
、

副
町
村
長
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
の
セ
ミ

ナ
ー
後
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
各
団

体
で
企
画
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
講
師
を

派
遣
す
る
な
ど
の
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
を

今
年
度
も
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ａ

Ｍ
で
は
、「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
」
へ
の
参
加
、
さ
ら
に
は
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
活
用
し
た
実
践
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
医
療
機
関
と
住
民
と
の
協
働
の
輪
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
〔
開
催
要
領
〕

１
、
日　

程

平
成
22
年
8
月
19
日
（
木
）
〜
20
日
（
金
）

1
泊
2
日

２
、
場　

所

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ

Ｍ
）（
滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
2
丁
目
13
番

1
号
）

３
、
募
集
人
数

24
人
（
市
区
町
村
長
等
、
市
区
町
村
議
会

議
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
組
織
の
代
表
等
各

8
名
を
予
定
）

４
、
経　

費

8
、
2
0
0
円

５
、
申
込
期
限

7
月
15
日
（
木
）
ま
で

６
、
申
込
方
法

Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ 

Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.jiam

.
jp

）
か
ら
「
受
講
申
込
書
」
及
び
「
申
込

時
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
7
7

－

5
7
8

－

5
9
0
6
）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

７
、
そ
の
他

募
集
人
数
を
上
回
る
お
申
込
を
い
た
だ
い

た
場
合
の
扱
い
な
ど
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ 

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
、
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
全
国
市
町
村
研
修
財
団

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ

Ｍ
）
教
務
部

〒
5
2
0

－ 

0
1
0
6

　

滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
2
丁
目
13
番
1
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
7
7

－

5
7
8

－

5
9
3
2

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
7
7

－

5
7
8

－

5
9
0
6

E-m
ail

：kenshu@
jiam
.jp

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）

平
成
22
年
度
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

平
成
22
年
度
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

〜
テ
ー
マ
は
「
地
域
が
支
え
る
医
療
」〜
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村
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア

教
育
友
好
協
会
（
Ａ
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
と
、
ラ
オ

ス
人
民
共
和
国
ド
ン
ニ
ャ
イ
村
ド
ン
ニ
ャ

イ
小
・
中
学
校
と
の
交
流
に
つ
い
て
覚
書

を
締
結
し
た
。
村
は
、
Ａ
Ｅ
Ｆ
Ａ
に
よ
る

ド
ン
ニ
ャ
イ
中
学
校
建
設
を
支
援
す
る
ほ

か
、
ド
ン
ニ
ャ
イ
小
・
中
学
校
の
教
科
書
・

教
材
等
の
支
援
な
ど
を
行
う
。

同
事
業
は
、ラ
オ
ス
の
ド
ン
ニ
ャ
イ
小
・

中
学
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
村
の
子
ど

も
達
の
国
際
人
と
し
て
の
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
こ
と
な
ど
が
狙
い
。
覚
書
の
有
効

期
間
は
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
。

Ａ
Ｅ
Ｆ
Ａ
は
ド
ン
ニ
ャ
イ
中
学
校
（
4

教
室
＋
ド
イ
レ
＋
井
戸
、
総
工
費
4
0
0

万
円
）
を
2
0
1
0
年
11
月
に
着
工
し
、

2
0
1
1
年
5
月
末
ま
で
に
完
成
さ
せ

る
。
村
は
建
設
資
金
と
し
て
2
年
間
で
2

5
0
万
円
を
限
度
に
支
援
す
る
。

町
は
、行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

「
事
業
仕
分
け
」
を
実
施
す
る
。「
事
業
仕

分
け
」
は
、
鳩
山
政
権
が
実
施
し
て
注
目

を
集
め
た
が
、
町
の
行
う
事
業
を
洗
い
直

し
、
そ
の
事
業
が
真
に
必
要
か
、
必
要
な

ら
ば
ど
の
機
関
が
行
う
べ
き
か
を
議
論

し
、
実
施
主
体
を
仕
分
け
る
こ
と
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
ム
ダ
を
無
く
し
、
行

財
政
全
体
の
改
革
を
図
る
も
の
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
事
業
仕
分
け
ス

タ
ッ
フ
を
10
名
（
予
定
）
募
集
。
募
集
す

る
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
仕
分
け
に
参
加
し
て

も
ら
い
、事
業
に
対
す
る
意
見
を
も
ら
い
、

事
業
の
仕
分
け
を
し
て
も
ら
う
。

募
集
は
6
月
10
日
ま
で
。
資
格
は
満
20

歳
以
上
（
平
成
22
年
5
月
31
日
現
在
）
で
、

平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
任
期
は

平
成
22
年
7
月
か
ら
平
成
24
年
6
月
ま
で

の
2
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

町
は
、「
住
民
満
足
度
調
査
」
を
実
施

し
た
。
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し
の
参
考

に
す
る
た
め
実
施
し
た
が
、
町
で
は
今
後

も
同
調
査
を
継
続
し
、
町
の
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
町
民
に
よ
る
「
ま
ち

の
通
信
簿
」
と
位
置
づ
け
る
。

調
査
は
、
区
長
会
・
婦
人
会
・
子
ど
も

会
等
の
役
員
や
18
歳
以
上
の
住
民
（
無
作

為
抽
出
）
ら
1
、
2
0
0
人
を
対
象
に
3

月
に
実
施
（
回
収
率
は
52
％
）
し
た
。

調
査
内
容
は
、
既
に
完
了
し
た
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
や
学
校
耐
震
大
規
模
改
造
に

対
す
る
評
価
の
ほ
か
、
幼
保
一
元
化
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
「
重
要
度
」
も
尋
ね
た
。
こ
の
ほ
か
、

町
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
下
水
整
備
や

農
業
振
興
、
子
育
て
、
高
齢
者
福
祉
な
ど

に
対
す
る
「
現
状
の
満
足
度
」「
今
後
の

重
要
度
」
の
評
価
も
尋
ね
て
い
る
。

近
く
集
計
結
果
を
ま
と
め
公
表
す
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
町
に
は
大
企

業
な
ど
働
く
場
が
少
な
い
こ
と
へ
の
不
満

が
多
く
「
雇
用
確
保
」
へ
の
期
待
が
高
い

ほ
か
、
町
の
行
財
政
改
革
徹
底
や
ま
ち
づ

く
り
事
業
へ
の
期
待
も
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

町
は
、
行
政
組
織
改
革
の
一
環
と
し
て

今
年
度
か
ら
「
部
制
」
を
導
入
。
3
部
・

17
課
体
制
と
し
た
。
さ
ら
に
、
7
月
か
ら

は
「
総
合
窓
口
」
も
導
入
し
、
町
役
場
に

訪
れ
た
住
民
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

で
対
応
す
る
。

新
設
す
る
の
は
「
総
務
部
」「
住
民
福

祉
部
」「
都
市
政
策
部
」
の
3
部
。
こ
れ

に
併
せ
て
、
各
課
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
課
」「
収
納
課
」
や
「
経
営
政
策
課
」「
子

ど
も
未
来
課
」
な
ど
も
新
設
・
再
編
し
た
。

ま
た
、「
総
合
窓
口
課
」
で
は
税
諸
証
明

や
戸
籍
、
住
基
台
帳
、
火
葬
認
可
、
児
童

手
当
、
国
保
、
年
金
、
住
居
表
示
な
ど
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
。
さ
ら
に
、

窓
口
前
に
は
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
」
も
配

置
し
、
来
庁
し
た
住
民
の
相
談
に
総
合
的

に
対
応
す
る
。

行
政
に
も
民
間
の
発
想
を
導
入
。
町
長

等
の
権
限
を
部
長
に
一
部
付
与
す
る
な
ど

組
織
を
フ
ラ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ

と
で
、
事
務
決
済
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
ほ

か
、
大
括
り
に
す
る
こ
と
で
各
課
単
位
の

季
節
に
よ
る
事
務
量
の
煩
繁
も
調
整
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
狙
い
。
こ
の
た
め
、

現
在
、
職
員
研
修
を
実
施
中
だ
。

村
は
5
月
か
ら
、
住
民
の
要
望
な
ど
に

き
め
細
か
に
対
応
す
る
た
め
、
村
内
に
あ

る
全
36
集
落
を
29
地
区
に
分
け
、
担
当
職

員
計
31
人
を
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
し
て
住
民

の
意
見
を
直
接
聞
く
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
総
務
省
の
過
疎
問
題
懇
談
会
が
創

設
を
提
言
し
制
度
化
さ
れ
た
「
集
落
支
援

員
制
度
」
も
「
集
落
へ
の
『
目
配
り
』
と

し
て
、
集
落
の
巡
回
、
状
況
把
握
等
」
を

行
い
、
集
落
の
住
民
ら
と
集
落
対
策
を
推

進
す
る
も
の
だ
が
、
村
は
「
職
員
が
直
接

集
落
の
訪
問
等
を
行
う
こ
と
で
よ
り
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
」
と
し
、
職
員
の
配
置

を
始
め
た
。

具
体
的
に
は
、
集
落
を
担
当
し
て
い
る

職
員
が
住
民
と
の
座
談
会
を
月
2
回
開

催
。
5
・
6
月
は
住
民
か
ら
現
状
の
課
題

等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
地
域
の
問

題
を
詳
細
に
把
握
す
る
。
そ
の
後
、
検
討

が
必
要
な
地
域
課
題
な
ど
に
つ
い
て
住
民

と
と
も
に
検
討
し
、
課
題
解
決
の
方
向
性

を
見
い
出
す
。

熊
本
県
五い

つ

木き

村む
ら

各
集
落
に
担
当
職
員
を
配
置

福
岡
県
粕か

す

屋や

町ま
ち

3
部
制
を
導
入
、

総
合
窓
口
も
実
施
へ

兵
庫
県
多た

可か

町
ち
ょ
う

住
民
に
よ
る

「
ま
ち
の
通
信
簿
」
作
成
へ

福
島
県
飯い

い

舘た
て

村む
ら

飯
舘
村
ラ
オ
ス
交
流
事
業
で

覚
書

埼
玉
県
神か

み

川か
わ

町ま
ち

事
業
仕
分
け
ス
タ
ッ
フ
を
募
集



生
物
の
多
様
性
は
、
私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し

の
基
盤
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

多
様
な
生
き
も
の
を
は
じ
め
と
し
た
健
全
な
生
態

系
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
健
全
な
経
済
や
社
会
が
な

り
た
ち
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
存
続
で
き
ま
す
。

自
然
を
浪
費
す
る
時
代
か
ら
、
世
界
が
力
を
合
わ

せ
て
生
物
の
多
様
性
を
守
り
育
む
こ
と
で
、
自
然

を
貯
蓄
し
経
済
的
な
果
実
を
得
る
時
代
へ
と
転
換

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
年
の
10
月
に
は
、

愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
「
生
物
多
様
性
条

約
の
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」
が
控

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
、〝
生
物
の
多
様
性
と
経
済
〞
ま
た
、〝
生
物

の
多
様
性
と
自
治
体
〞
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　〔
開
催
概
要
〕

⒈
日
時
： 

平
成
22
年
7
月
29
日（
木
）

 

12
：
30
〜
18
：
00（
12
：
00
開
場
）

⒉
会
場
：
津
田
ホ
ー
ル

 

（
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
）

⒊
主
催
：(

財)

日
本
生
態
系
協
会

⒋
後
援
： 

総
務
省
、
国
土
交
通
省
、
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
大
使
館
、
東
京
都
、
全
国
知
事

会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、
経

団
連
自
然
保
護
協
議
会
、(

社)

日
本
都

市
計
画
学
会
、(

社)

土
木
学
会
、
自
治

体
学
会
、
日
本
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
会

な
ど

⒌
対
象
： 

自
治
体
リ
ー
ダ
ー
、
国
会
・
地
方
議
員
、

行
政
職
員
、
企
業
、
研
究
者
、
民
間
団

体
な
ど
、
自
然
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
や
企
業
活
動
、
生
物
の
多
様
性
を
守

る
取
り
組
み
に
関
心
の
あ
る
全
て
の

個
人
・
団
体
。(

参
加
費
無
料)

⒍
定
員
：
4
5
0
名

⒎
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑴
開
会　

12
：
30(

受
付
開
始
12
：
00)

⑵
海
外
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
講
演

 「
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
生
物
の
多
様
性
を

守
る
取
り
組
み
と
社
会
的
責
任
」

 

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
・
グ
ル
ー
プ　

環
境
担

当
統
括
責
任
者　

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ダ
ン
メ
氏

⑶ 

基
調
講
演
「
健
全
な
生
物
の
多
様
性
が
美
し
い

社
会
を
つ
く
る
」

　

(
財)
日
本
生
態
系
協
会
会
長　

池
谷
奉
文

⑷
リ
レ
ー
ト
ー
ク

　
「
自
治
体
と
企
業
の
先
進
的
な
取
り
組
み
」

　

北
海
道
黒
松
内
町
長　

若
見
雅
明
氏

　

長
崎
県
対
馬
市
長　

財
部
能
成
氏　

　

兵
庫
県
豊
岡
市
長　

中
貝
宗
治
氏　

　

千
葉
県
野
田
市
長　

根
本　

崇
氏

　

埼
玉
県
戸
田
市
長　

神
保
国
男
氏

　

住
友
信
託
銀
行
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
部
長　

金
井
司
氏

⑸
総
括　

東
京
都
市
大
学
教
授　

涌
井
史
郎
氏

⑹
閉
会　

18
：
00

⑺
懇
親
会　

18
：
15

－

20
：
00

 

（
有
料･

希
望
者
の
み
）

⒏
申
込
み
問
合
せ
先

(

財)

日
本
生
態
系
協
会　

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

[

電　

話] 

0
3

－

5
9
5
1

－

0
2
4
4

[

Ｆ
Ａ
Ｘ] 

0
3

－

5
9
5
1

－

2
9
7
4

[

メ
ー
ル] forum

2010@
ecosys.or.jp　

[

Ｕ
Ｒ
Ｌ] 

 
http://w

w
w
.ecosys.or.jp/eco-japan/

美
し
く
自
立
す
る
自
治
体
へ
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

「
生
物
の
多
様
性
と
経
済
の
自
立
、
健
全
な
自
治
体
へ
の
挑
戦
」

㈶
日
本
生
態
系
協
会
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随 想
　

平
成
15
年
の
統
一
地
方
選
で
当
選
し
て

か
ら
、既
に
7
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

私
は
55
歳
で
帰
っ
て
き
た
Ｕ
タ
ー
ン
組
の

一
人
で
す
。
生
ま
れ
故
郷
に
帰
っ
て
き
た

訳
で
す
か
ら
、
親
戚
や
知
人
は
お
り
ま
し

た
。
然
し
な
が
ら
、
帰
る
ま
で
30
年
以
上

に
わ
た
り
故
郷
を
離
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
故
郷
の
現
況
に
つ
い
て
の
知
識
は
疎

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
の
選
挙
に
立
候
補
す
る
に
当

た
り
、
有
権
者
の
考
え
な
ど
を
知
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
選
挙
の
定
石
は
、
ド
ブ

板
で
の
有
権
者
訪
問
で
す
。
平
成
14
年
3

月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地

図
を
傍
ら
に
お
よ
そ
8
、
3
0
0
軒
の
家

を
一
軒
一
軒
訪
ね
ま
し
た
。
仕
事
の
傍
ら

で
し
た
の
で
、
終
わ
る
ま
で
に
約
10
ヶ
月

か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
暮
れ
の
12
月

28
日
に
記
者
ク
ラ
ブ
で
立
候
補
の
声
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

有
権
者
の
要
望
は
、
大
き
く
二
つ
に
な

り
ま
し
た
。
一
つ
は
透
明
で
分
か
り
や
す

い
入
札
、
も
う
一
つ
は
日
曜
日
の
役
所
の

開
庁
で
す
。

　

入
札
に
つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
落
札

率
は
殆
ど
99
％
を
超
し
て
お
り
、
談
合
の

匂
い
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
有
権
者
は
談

合
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、
談
合
の
で
き
な
い
入

札
の
仕
組
み
を
作
る
よ
う
要
求
し
ま
し

た
。
日
曜
開
庁
に
つ
い
て
言
え
ば
、
仕
事

を
休
ん
で
役
所
で
の
用
事
を
こ
な
す
不
便

さ
を
な
く
す
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　

談
合
の
で
き
な
い
入
札
は
、
発
注
者
が

入
札
者
を
特
定
し
な
い
こ
と
で
、
談
合
が

無
意
味
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
鍵
で
す
。
次
の
よ
う
に
考
え
て
創
り

ま
し
た
。
先
ず
、
入
札
参
加
者
は
、
単
に

資
格
を
保
有
し
て
い
れ
ば
よ
し
と
し
ま
し

た
。
次
い
で
、
入
札
者
を
抽
選
で
決
め
ま

し
た
。
ど
の
業
者
が
入
札
に
参
加
で
き
る

の
か
、
ま
さ
に
抽
選
の
運
次
第
に
な
り
ま

し
た
。
業
者
間
で
事
前
に
談
合
し
て
も
、

談
合
で
決
ま
っ
た
業
者
が
抽
選
に
よ
っ
て

入
札
に
参
加
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、談
合
は
無
意
味
に
な
り
ま
す
。

抽
選
型
指
名
競
争
入
札
と
名
付
け
ら
れ
た

入
札
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
落
札
率
が
導

入
以
前
の
99
％
か
ら
導
入
後
は
82
％
か
ら

85
％
に
下
が
り
ま
し
た
。
有
権
者
か
ら
求

め
ら
れ
た
透
明
で
分
か
り
や
す
い
入
札
が

生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

日
曜
日
の
開
庁
は
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

す
。
行
政
は
納
税
者
の
納
め
た
税
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
体
に
言
え
ば
、
納

税
者
の
懐
に
手
を
突
っ
込
み
、
財
布
を
取

り
出
し
て
こ
じ
開
け
、
法
律
で
決
ま
っ
て

い
る
と
言
っ
て
取
り
上
げ
た
も
の
が
税
金

で
す
。
民
間
の
会
社
が
購
入
者
の
欲
し
い

も
の
を
売
っ
て
得
た
利
益
と
は
根
本
的
に

違
う
も
の
だ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
税
金
に
よ
っ
て
納
税
者
に
提
供
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間
会
社
が
購
買
者

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
根
本
的
に
違

う
も
の
で
す
。
納
税
者
に
は
税
金
を
払
う

か
払
わ
な
い
か
の
選
択
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
購
買
者
に
は
モ
ノ
を
買
う
か
買
わ
な

い
か
の
選
択
は
あ
り
ま
す
。
役
所
は
納
税

者
に
対
し
て
利
便
性
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
納
税
者
の
目
に
見
え
、
肌
で

感
じ
ら
れ
る
利
便
性
が
日
曜
開
庁
に
他
な

ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

入
札
改
革
も
日
曜
開
庁
も
既
得
権
を

持
っ
た
者
に
痛
み
を
強
い
る
も
の
で
す
。

入
札
改
革
は
建
設
業
者
で
あ
り
、
日
曜
開

庁
は
職
員
で
す
。
抽
選
型
指
名
競
争
入
札

の
導
入
は
、
そ
れ
ま
で
の
建
設
業
界
の
慣

行
を
解
体
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
曜
開
庁

は
土
曜
日
や
日
曜
日
は
無
条
件
に
休
日
だ

と
受
け
止
め
て
い
た
職
員
に
出
勤
を
強
要

す
る
も
の
で
し
た
。
入
札
改
革
は
デ
ィ

フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
い

な
い
こ
と
で
ガ
チ
ン
コ
の
競
争
を
可
能
に

し
、
日
曜
開
庁
は
納
税
者
が
休
ん
で
用
事

を
済
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
不
尽
さ

を
な
く
し
ま
し
た
。

　

私
の
ま
ち
づ
く
り
は
入
札
改
革
と
日
曜

開
庁
で
始
ま
り
、
恣
意
性
の
働
か
な
い
行

政
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
探
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
納
税
者
で

あ
る
有
権
者
の
視
点
に
立
ち
、
視
線
に
合

せ
、
理
解
を
求
め
、
支
持
を
得
る
こ
と
に

尽
き
る
も
の
と
思
い
、
悩
む
と
き
は
い
つ

も
其
処
に
戻
り
ま
す
。

田た 

村む
ら

　
典の

り 

彦ひ
こ

私
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

静
岡
県
吉よ

し

田だ

町
長
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